
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
衆
衛
生
運
動
の
胎
生
期
か
ら

発
展
期
へ
の
転
換
点
と
い
う
べ
き
一
八
三
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
ケ

イ
ー
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
（
酸
こ
四
目
の
切
弔
巨
匡
湧
尻
皇
士
彦
口
己
①
言
○
局
ｇ
》
勗
置
１

３
）
の
《
《
目
胃
員
。
鳧
巴
幽
且
弔
冒
骨
匙
。
。
且
葛
。
冒
昌
号
の
葛
。
『
‐

産
掲
９
画
器
①
吻
国
日
已
ｏ
滞
日
ロ
号
①
。
。
§
ロ
冒
画
口
匡
註
。
冒
局
⑦
甘
巨
画
昌
‐

・
胃
駕
⑦
『
》
〕
に
つ
い
て
は
、
産
業
革
命
の
進
展
に
伴
い
木
綿
工
業
の
中

心
と
な
っ
た
大
工
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
社
会
的
病
弊
と
そ
の

根
本
的
対
策
を
提
示
し
、
後
の
公
衆
衛
生
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
「
先
駆
的
報
告
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
教
育
史
の
分
野

一
般
口
演

ケ
イ
ー
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
の
『
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
の
木
綿
工
業
で
働
く
労
働
階

級
の
道
徳
的
、
身
体
的
状
態
』
（
一
八
三

二
）
に
つ
い
て

遠
藤
幸
孝

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
教
育
制
度
の
創
始
者
と
し
て
の
ケ
イ
ー
シ
ャ
ト

ル
ワ
ー
ス
の
教
育
活
動
と
思
想
と
の
関
連
で
、
こ
の
小
冊
子
の
中
で

展
開
さ
れ
て
い
る
彼
の
貧
民
層
に
対
す
る
教
育
問
題
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
研
究
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
殆
ど
紹
介
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
も
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
離

れ
た
一
八
三
五
年
以
後
の
救
貧
法
補
助
委
員
、
枢
密
院
教
育
委
員
会

の
セ
ク
レ
タ
リ
ー
な
ど
教
育
分
野
の
活
動
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
早
期
の
特
に
医
師
と
し
て
の
活
動
は
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
。

今
回
は
、
こ
の
小
冊
子
（
増
補
第
二
版
）
の
紹
介
を
か
ね
て
、
一
九

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
歴
史
の
中
で
の
役
割
、
意

義
を
明
ら
か
に
す
る
観
点
か
ら
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告

す
る
。こ

の
小
冊
子
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
諸
事
実
は
、
⑳
一
八
三
一
’
三

二
年
の
コ
レ
ラ
の
侵
入
に
備
え
て
設
置
さ
れ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の

保
健
委
員
会
が
行
っ
た
、
住
居
お
よ
び
街
路
の
状
態
に
関
す
る
詳
細

な
調
査
、
②
病
院
、
警
察
、
教
区
委
員
事
務
所
、
裁
判
所
な
ど
の
公

的
機
関
の
統
計
を
中
心
と
し
た
資
料
、
③
医
学
専
門
雑
誌
な
ど
の
出

版
物
か
ら
の
引
用
、
⑳
教
区
委
員
や
病
院
医
師
な
ど
の
専
門
家
か
ら

（17）161



の
個
人
的
情
報
、
⑤
彼
自
身
の
診
療
活
動
や
保
健
委
員
会
の
活
動
の

中
で
の
観
察
、
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
中
で
、

彼
が
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
統
計
的
調
査
研
究
資
料
で
、
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
で
は
統
計
が
軽
視
さ
れ
、
問
題
が
発
生
し
て
特
別
の
調
査

が
必
要
と
な
る
と
、
議
会
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
の
審
議
と
い
う

方
式
に
よ
っ
て
情
報
収
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
方
式
で

は
民
衆
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
こ
の
小
冊
子
に
は
、
付
録
も
含
め
て
合

計
一
五
の
統
計
表
が
諸
事
実
と
そ
の
説
明
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て

採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
本
文
関
係
で
は
、
①
住
民
の
居

住
環
境
に
関
す
る
も
の
四
表
、
⑨
貧
民
救
済
の
実
状
に
関
す
る
も
の

五
表
、
③
犯
罪
の
発
生
状
況
に
関
す
る
も
の
二
表
、
⑳
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
お
よ
び
周
辺
地
域
の
死
亡
状
況
の
推
移
を
示
す
も
の
一
表
、

⑥
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ハ
イ
ド
に
お
け
る
開
明
的
慈
善
活
動
の
効
果
を
示

す
も
の
一
表
で
、
付
録
に
は
本
文
の
貧
民
救
済
に
関
す
る
統
計
表
の

元
に
な
っ
た
詳
し
い
統
計
表
が
二
表
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
統
計
表
の
中
で
特
に
興
味
を
引
く
の
は
、
居
住
環
境
に

関
す
る
も
の
の
中
の
街
路
と
住
居
の
状
態
を
示
す
二
表
で
あ
る
。
こ

の
二
表
は
、
保
健
委
員
会
が
行
っ
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
貧
民
の
密
集
居
住
地
区
の
環
境
の
劣
悪
さ
が
見
事
に
浮
彫
に
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
地
区
保
健
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
各
警

察
管
轄
地
区
が
更
に
細
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
そ
の
地
域

の
住
民
の
中
か
ら
人
望
の
あ
る
人
が
二
人
な
い
し
そ
れ
以
上
検
査
人

と
し
て
任
命
さ
れ
、
こ
れ
ら
検
査
人
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ

れ
た
調
査
表
（
付
録
に
採
録
さ
れ
て
い
る
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
点
で
、
こ
の
調
査
結
果
は
か
な
り
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ラ
の
侵
入
と
い
う
緊
急
事
態
の
中

で
行
わ
れ
た
こ
の
調
査
は
、
そ
の
内
容
や
調
査
方
法
か
ら
み
て
、
貧

民
層
の
劣
悪
な
居
住
環
境
の
状
態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
そ
れ
ら
の

改
善
策
を
立
案
す
る
た
め
の
社
会
調
査
と
し
て
、
当
時
の
環
境
衛
生

を
中
心
と
す
る
公
衆
衛
生
運
動
の
中
で
も
極
め
て
す
ぐ
れ
た
、
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
間
、
彼
は
保
健

委
員
会
の
セ
ク
レ
タ
リ
ー
を
つ
と
め
て
お
り
、
こ
の
調
査
に
お
い
て

も
指
導
的
役
割
を
果
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
小
冊

子
の
公
刊
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
統
計
協
会
が
組

織
さ
れ
た
（
一
八
三
三
）
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
同
種
組
織
の

先
駆
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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貧
民
層
の
お
か
れ
た
状
態
と
問
題
点
を
、
単
に
個
人
的
観
察
だ
け

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
含
め
た
統
計
的
資
料
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
、
こ
の
小
冊
子
を
一
層
説
得
的
な
も
の
に

し
、
特
に
社
会
問
題
に
関
心
を
も
つ
人
々
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ
、
各
方

面
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

（
東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
成
人
保
健
学
教
室
）

伊
藤
鳳
山
（
緯
は
馨
、
字
は
子
徳
、
鳳
山
は
号
。
一
八
○
六
’
一
八
七
○
）

は
、
『
治
痢
功
徴
篇
』
の
著
者
。
伊
藤
鹿
鳴
（
名
は
孔
昭
）
を
父
と
し

て
出
羽
国
（
山
形
県
）
酒
田
に
生
ま
れ
、
生
涯
、
儒
（
経
学
）
を
講

じ
、
あ
る
い
は
医
経
の
考
証
を
行
い
、
「
儒
医
」
と
し
て
一
家
を
な

し
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
信
甲
越
漫
遊
の
途
に
上
っ
た
の

ち
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
田
原
藩
に
入
り
成
章
館
の
講
師
と
し

て
儒
学
を
講
じ
、
そ
の
地
に
崩
じ
た
。
死
去
に
あ
た
っ
て
群
弟
子
か

ら
明
経
先
生
と
論
さ
れ
、
幕
末
田
原
藩
の
三
山
の
一
に
称
せ
ら
れ
た

と
い
う
。
三
山
と
は
渡
辺
華
山
、
鈴
木
春
山
と
鳳
山
の
三
者
を
い
う

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
鳳
山
の
生
涯
を
詳
細
に
追
い
『
鳳
山
伊
藤
馨
』
を
著

わ
し
た
の
は
阿
部
正
巳
氏
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
安
西
安
周
氏
は
『
日

本
儒
医
研
究
』
（
第
二
十
四
章
）
に
お
い
て
、
安
部
氏
の
研
究
を
ふ
ま

え
、
鳳
山
の
医
説
を
摘
録
し
て
懇
切
な
記
述
を
の
こ
し
て
い
る
。
こ

伊
藤
鳳
山
の
医
説
を
め
ぐ
っ
て

荒
木
ひ
ろ
し
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